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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＭＩ、ＲＦＩまたはＥＳＤの少なくとも１つから細長い部材を保護するための巻付可
能な織物スリーブであって、
　複数本の縦糸フィラメントと、
　少なくとも１本の横糸フィラメントとを備え、
　前記縦糸フィラメントは前記少なくとも１本の横糸フィラメントとともに織られて織基
板を形成しており、前記基板は両端の間を縦方向に延びる両側部を有しており、前記両側
部は、互いに重なり合う関係になるように前記スリーブの中心長手方向軸の周りに巻付可
能であり、
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは、概して平坦な導電性フィラメントとし
て提供され、
　概して平坦な導電性の前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは、互いに重なり合
う関係で積み重なっている複数本の概して平坦な導電性フィラメントを含む、織物スリー
ブ。
【請求項２】
　前記横糸フィラメントの少なくともいくつかはヒートセットされて、前記両側部を互い
に重なり合う関係になるように付勢する、請求項１に記載の織物スリーブ。
【請求項３】
　前記横糸フィラメントの少なくともいくつかは導電性フィラメントとして提供される、
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請求項１に記載の織物スリーブ。
【請求項４】
　導電性の前記横糸フィラメントの少なくともいくつかは、個別に提供されるか、または
、ヒートセットされた前記横糸フィラメントのうちの個別のフィラメントに絡ませられる
、請求項３に記載の織物スリーブ。
【請求項５】
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは非導電性フィラメントとして提供される
、請求項１に記載の織物スリーブ。
【請求項６】
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは円形の導電性フィラメントとして提供さ
れる、請求項１に記載の織物スリーブ。
【請求項７】
　前記円形の導電性フィラメントの少なくともいくつかは、実質的に平坦なバンドルにグ
ループ分けされた複数本の円形の導電性フィラメントとして提供される、請求項６に記載
の織物スリーブ。
【請求項８】
　前記実質的に平坦なバンドルを貫通する縫目を介して前記織基板に固定された少なくと
も１つの層をさらに含む、請求項７に記載の織物スリーブ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの層は、前記織基板の内向き表面に固定された内側層と、前記織基
板の外向き表面に固定された外側層とを含む、請求項８に記載の織物スリーブ。
【請求項１０】
　前記横糸フィラメントを用いて織られており、前記概して平坦な導電性フィラメントに
重なり合う関係で前記両端の間を延びている、少なくとも一対の接地部材をさらに含み、
前記接地部材は、接地への動作可能な接続のために、前記両端を超えて軸方向に延長可能
である、請求項１に記載の織物スリーブ。
【請求項１１】
　前記概して平坦な導電性フィラメントの少なくともいくつかは互いに重なる関係で積み
重なっており、前記接地部材は、積み重なっている前記概して平坦な導電性フィラメント
のうちの１本によって提供される、請求項１０に記載の織物スリーブ。
【請求項１２】
　ＥＭＩ、ＲＦＩまたはＥＳＤの少なくとも１つから細長い部材を保護するための巻付可
能な織物スリーブを構築する方法であって、
　複数本の縦糸フィラメントを少なくとも１本の横糸フィラメントとともに織って、両端
の間を縦方向に延びる両側部を有する織基板を形成することを備え、前記両側部は、互い
に重なり合う関係になるように中心長手方向軸の周りに巻付可能であり、前記方法はさら
に、
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかを、概して平坦な導電性フィラメントとし
て織ることと、
　前記概して平坦な導電性フィラメントの少なくともいくつかをバンドルとして織ること
とを備え、各バンドルは、積み重なった、互いに重なる関係にある複数本の前記概して平
坦な導電性フィラメントを含む、方法。
【請求項１３】
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかを円形の導電性フィラメントとして織るこ
とをさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの層を前記織基板に縫合わせることをさらに含む、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの層を、前記織基板の内向き表面に固定された内側層と、前記織基
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板の外向き表面に固定された外側層として提供することをさらに含む、請求項１４に記載
の方法。
【請求項１６】
　少なくとも一対の接地部材を、前記横糸フィラメントと織り合わせられた関係で織るこ
とをさらに含み、前記接地部材は、前記概して平坦な導電性フィラメントに重なり合う関
係で前記両端の間を延びており、前記接地部材は、接地への動作可能な接続のために、前
記両端を超えて軸方向に延長可能である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記接地部材を、積み重なっている前記概して平坦な導電性フィラメントのうちの１本
として提供することとをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ＥＭＩ、ＲＦＩまたはＥＳＤの少なくとも１つから細長い部材を保護するための巻付可
能な織物スリーブであって、
　複数本の縦糸フィラメントと、
　少なくとも１本の横糸フィラメントとを備え、
　前記縦糸フィラメントは前記少なくとも１本の横糸フィラメントとともに織られて織基
板を形成しており、前記基板は両端の間を縦方向に延びる両側部を有しており、前記両側
部は、互いに重なり合う関係になるように前記スリーブの中心長手方向軸の周りに巻付可
能であり、
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは、概して平坦な導電性フィラメントとし
て提供され、
　前記縦糸フィラメントの少なくともいくつかは円形の導電性フィラメントとして提供さ
れ、
　前記円形の導電性フィラメントの少なくともいくつかは、実質的に平坦なバンドルにグ
ループ分けされた複数本の円形の導電性フィラメントとして提供され、
　前記織物スリーブは、前記実質的に平坦なバンドルを貫通する縫目を介して前記織基板
に固定された少なくとも１つの層をさらに含む、織物スリーブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願との相互参照
　本願は、２０１５年４月１７日に出願された米国仮出願連続番号第６２／１４９，２０
０号、および２０１６年４月１５日に出願された米国実用出願連続番号第１５／１３０，
０７６号の利益を主張し、上記両出願の全体を本明細書に引用により援用する。
【０００２】
　発明の背景
　１．技術分野
　本発明は一般に、細長い部材を保護するためのスリーブに関し、より特定的には、スリ
ーブ内に含まれている細長い部材に、電磁干渉、無線周波数干渉、および静電気放電の少
なくとも１つに対する保護を与える巻付可能なスリーブに関する。
【背景技術】
【０００３】
　２．関連技術
　電磁干渉（electromagnetic interference：ＥＭＩ）、無線周波数干渉（radio freque
ncy interference：ＲＦＩ）および静電気放電（electrostatic discharge：ＥＳＤ）は
、近傍の導電体間の誘導結合および電磁波の伝播による干渉に起因する、電子部品の適切
な機能に対して潜在的な問題をもたらすことが知られている。たとえば、自動車における
電力システムに関連付けられる導体内の電流は、エンジンの機能を制御する電子モジュー
ルなどのさまざまな電子部品においてスプリアス信号を引起す可能性がある。このような
干渉は、車両内の制御モジュールまたは他の部品の性能を低下させる恐れがあり、それに
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よって所望の態様以外の態様で車両を機能させることになる。
【０００４】
　同様に、コンピュータネットワークまたは他の通信システムにおける電気配線とデータ
を搬送する線との間の誘導結合は、ネットワークを介して伝送されるデータに対して破損
的な影響を及ぼす可能性がある。
【０００５】
　ＥＭＩ、ＲＦＩおよびＥＳＤの悪影響は、ＥＭＩ、ＲＦＩおよびＥＳＤに敏感な部品の
適切な遮蔽および接地によって、効果的に取除くことができる。たとえば、望ましくない
干渉を受ける可能性がある制御信号を搬送するワイヤは、保護スリーブを使用することに
よって遮蔽され得る。スリーブは少なくとも部分的に、標準的な円形の（横方向の断面で
見た場合）導電性部材から形成されており、導電性部材は典型的に、スリーブの製造時に
スリーブと織り合わせられたドレインワイヤを介して接地されている。典型的に、導電性
部材は、銀などの導電性金属でコーティングされた、ナイロンなどの円形のポリマーフィ
ラメントの形態を取る。接地部材は、スリーブの長さに沿って撚り合わせられた後、接地
源への取付けのためにスリーブの壁から引離されることが知られている。しかし、接地部
材をスリーブから外向きに引張ると、ＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤが通過可能な
開口部がスリーブの壁に形成されることから、潜在的な問題が生じる。
【０００６】
　このようなＲＦＩ、ＥＭＩ、およびＥＳＤスリービングは電気的干渉を取除くことに概
して効果的であるが、スリービングは、特に銀などの高価なコーティングが用いられる場
合は製造コストが比較的高くなる場合があり、円形の導電性ファイバ構成要素間の導電性
接続においていくらかの非効率を示し得る。さらに、コーティングされた部材を用いる場
合は、導電性コーティングがすり減ることによって、スリービングのＲＦＩ、ＥＭＩ、お
よび／またはＥＳＤ保護を与える能力に影響を及ぼし得る。さらに、円形ワイヤまたは円
形導体を用いてスリーブのＲＦＩ、ＥＭＩおよびＥＳＤに対する保護バリア全体を構築す
る場合、円形の導電性部材は典型的に細いワイヤとして提供されるため、引張強度が低く
、したがって、使用時に損傷および破損する傾向にあるため、スリーブの遮蔽有効性を低
下させ、スリーブ内の保護ワイヤに対する摩耗を引起こして潜在的なアーク放電源をもた
らす可能性がある。また、ワイヤは円形であり、さらに比較的小さい直径を有しているの
で、ＲＦＩ、ＥＭＩ、ＥＳＤに対する効果的なバリアを作るには多数のワイヤおよび／ま
たはワイヤの巻数／通過回数が必要であり、したがって、スリーブ壁の質量および厚みが
一般に大幅に増加し、さらに、スリーブの可撓性も一般に大幅に減少する。したがって、
製造コストがより安価であり、可撓性を有しており、軽量であり、小型化されており、効
率的に使用でき、摩耗に対する信頼性が高められた、耐用寿命が延びたＲＦＩ、ＥＭＩ、
ＥＳＤ遮蔽が必要である。
【０００７】
　本発明に従って製造されたスリーブは、本明細書の開示を考慮すると当業者によって容
易に認識されるように、上述のスリーブの少なくともそれらの制約を克服するかまたは大
幅に最小化し、とりわけ上述の望ましい目標を達成する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明の概要
　ＥＭＩ、ＲＦＩまたはＥＳＤの少なくとも１つから細長い部材を保護するための巻付可
能な織物スリーブが提供される。スリーブは、互いに織られて織基板を形成する、複数本
の縦糸フィラメントと、少なくとも１本の横糸フィラメントとを含む。織基板は、両端の
間を縦方向に延びる両側部を有する。両側部は、スリーブの空洞内の細長い部材の境界を
付けるように、互いに重なり合う関係になるように中心長手方向軸の周りに巻付可能であ
る。ＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護を細長い部材に与えるために、縦糸フィラ
メントの少なくともいくつかは、概して平坦な薄い導電性フィラメントとして提供される
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。
【０００９】
　本発明のさらなる局面に従うと、横糸フィラメントの少なくともいくつかはヒートセッ
トされて、両側部を互いに重なり合う関係になるように付勢することによって、細長い部
材の周りのスリーブの組立を容易にし得る。
【００１０】
　本発明のさらなる局面に従うと、横糸フィラメントの少なくともいくつかは導電性フィ
ラメントとして提供されることによって、スリーブによって与えられるＥＭＩ、ＲＦＩお
よび／またはＥＳＤ保護をさらに高め得る。
【００１１】
　本発明のさらなる局面に従うと、縦糸フィラメントの各々は、概して平坦な薄い導電性
フィラメントとして提供されることによって、スリーブによって与えられるＥＭＩ、ＲＦ
Ｉおよび／またはＥＳＤ保護を高め得る。
【００１２】
　本発明のさらなる局面に従うと、縦糸フィラメントの少なくともいくつかは非導電性フ
ィラメントとして提供されることによって、コストを削減し、スリーブの製造性、カバレ
ージおよび可撓性を高め得る。
【００１３】
　本発明のさらなる局面に従うと、非導電性の縦糸フィラメントはマルチフィラメントと
して提供されることによって、カバレージおよび可撓性を高め得る。
【００１４】
　本発明のさらなる局面に従うと、非導電性の縦糸フィラメントはモノフィラメントとし
て提供されることによって、耐摩滅性を高め得る。
【００１５】
　本発明のさらなる局面に従うと、概して平坦な薄い導電性の縦糸フィラメントの少なく
ともいくつかは、円形の導電性の縦糸フィラメントによって互いに離間されることによっ
て、内側および／または外側層を織基板に縫合わせる能力を高め得る。
【００１６】
　本発明のさらなる局面に従うと、円形の導電性の縦糸フィラメントは、複数本の円形の
導電性の縦糸フィラメントを含む、概して平坦な編組みバンドルとして提供されることに
よって、低プロファイルを有するスリーブを維持するために織ることを容易にし得る。
【００１７】
　本発明のさらなる局面に従うと、縦糸フィラメントおよび横糸フィラメントは、平織パ
ターン、バスケット織パターン、綾織パターン、および模紗織パターンからなるグループ
の少なくとも１つから選択されるパターンで織られている。
【００１８】
　本発明の別の局面に従うと、概して平坦な薄い導電性の縦糸フィラメントの少なくとも
いくつかは、互いに重なり合う関係で積み重なっている複数本の概して平坦な薄い導電性
フィラメントを含むことによって、概して平坦な薄い導電性フィラメントの別個のバンド
ルを形成して、両側部の間を延びるスリーブの幅を増加させる必要なしに、スリーブのＥ
ＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護を高め得る。
【００１９】
　本発明の別の局面に従うと、束ねられた、概して平坦な薄い導電性フィラメントの少な
くとも１本は、接地部材として用いるために延長可能である。
【００２０】
　本発明の別の局面に従うと、接地部材は、残りの束ねられた、概して平坦な薄い導電性
フィラメントとは異なる織パターンで織られることによって、残りの束ねられた、概して
平坦な薄い導電性フィラメントから外向きに接地部材を引張ることを容易にし得る。
【００２１】
　本発明の別の局面に従うと、接地部材は、概して平坦な薄い導電性フィラメントの上に
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重なる関係で織られることによって、接地への取付けのために接地部材を操作した際に開
口部が形成されることを防止し得る。
【００２２】
　本発明の別の局面に従うと、少なくとも１つの層が織基板に固定されることによって、
スリーブの空洞に含まれている細長い部材にさらなる保護を与え得る。
【００２３】
　本発明の別の局面に従うと、少なくとも１つの層は、円形の導電性の縦糸フィラメント
の実質的に平坦な編組みバンドルを貫通する縫目を介して織基板に縫合わされ得る。
【００２４】
　本発明の別の局面に従うと、織基板に固定された少なくとも１つの層は、織基板の内向
き表面に固定された内側層と、織基板の外向き表面に固定された外側層とを含み、それに
よって、織基板を内側層と外側層との間に挟み得る。
【００２５】
　本発明の別の局面に従うと、内側層は不透過性シート材として提供されることによって
、流体がスリーブの空洞に浸入することに対する高められた保護を与え、それによって、
空洞に含まれている細長い部材に高められた保護を与え得る。
【００２６】
　本発明の別の局面に従うと、内側層はＰＴＦＥ膜の不透過性シートとして提供され得る
。
【００２７】
　本発明の別の局面に従うと、外側層は、織り合わせられた材料の織物層として提供され
ることによって、摩滅、熱、流体および／またはアーク抵抗に対する高められた保護を与
え得る。
【００２８】
　本発明の別の局面に従うと、外側層は、一例としておよび非限定的に、ノーメックスな
どの難燃性フィラメントを含む織物層として提供され得る。
【００２９】
　本発明の別の局面に従うと、外側層は、一例としておよび非限定的に、ＰＥＥＫを含む
織物層として提供され得る。
【００３０】
　本発明の別の局面に従うと、外側層は、モノフィラメントおよび／またはマルチフィラ
メントを含む、強固な耐摩滅性糸の織層であり得る。
【００３１】
　本発明のさらなる局面に従うと、ＥＭＩ、ＲＦＩまたはＥＳＤの少なくとも１つから細
長い部材を保護するための巻付可能な織物スリーブを構築する方法が提供される。当該方
法は、複数本の縦糸フィラメントを少なくとも１本の横糸フィラメントとともに織って、
両端の間を縦方向に延びる両側部を有する織基板を形成することを含み、両側部は、互い
に重なり合う関係になるように中心長手方向軸の周りに巻付可能である。当該方法はさら
に、縦糸フィラメントの少なくともいくつかを、概して平坦な薄い導電性フィラメントと
して織ることによって、スリーブの空洞に含まれている細長い部材にＥＭＩ、ＲＦＩおよ
び／またはＥＳＤ保護を与えることを含む。
【００３２】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、横糸フィラメントの少なくともいくつか
をヒートセットして、両側部を互いに重なり合う関係になるように付勢することをさらに
含み得る。
【００３３】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、横糸フィラメントの少なくともいくつか
を導電性フィラメントとして織ることをさらに含み得る。
【００３４】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、横糸フィラメントの少なくともいくつか
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を、導電性フィラメントとともに提供されるかまたは導電性フィラメントに絡ませられる
ヒートセット可能な糸として織ることをさらに含み得る。
【００３５】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、縦糸フィラメントの各々または実質的に
すべてを、概して平坦な薄い導電性フィラメントとして織ることをさらに含み得る。
【００３６】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、複数本の概して平坦な薄い導電性の縦糸
フィラメントを互いに積み重なった関係で織ることによって、両側部の間を延びるスリー
ブの幅を増加させる必要なしに、スリーブのＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護を
高めることをさらに含み得る。積み重なった縦糸フィラメントは、概して平坦な薄い導電
性の縦糸フィラメントの２つ以上を含んで積み重ねられ得る。概して平坦な薄い導電性の
縦糸フィラメントの少なくともいくつかは互いに積み重ねられ得るが、残りはフィラメン
トの単一ストリップのままであってもよいことが認識されるべきである。
【００３７】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、積み重なった縦糸フィラメント内の概し
て平坦な薄い導電性フィラメントの少なくとも１本を、延長可能な接地部材として提供す
ることをさらに含み得る。
【００３８】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、接地部材を、概して平坦な薄い導電性フ
ィラメントの少なくとも１本の上に重なる関係で織ることをさらに含み得る。
【００３９】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、縦糸フィラメントの少なくともいくつか
を非導電性の縦糸フィラメントとして織ることをさらに含み得る。
【００４０】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、非導電性の縦糸フィラメントをマルチフ
ィラメントとして織ることをさらに含み得る。
【００４１】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、非導電性の縦糸フィラメントをモノフィ
ラメントとして織ることをさらに含み得る。
【００４２】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、縦糸フィラメントの少なくともいくつか
を円形の導電性フィラメントとして織ることと、概して平坦な薄い導電性フィラメントの
うちの隣接しているフィラメント同士を、円形の縦糸導電性フィラメントによって互いに
離間させることとをさらに含み得る。
【００４３】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、円形の導電性の縦糸フィラメントを、概
して平坦な編組み導電性フィラメントのバンドルとして織ることをさらに含み得る。
【００４４】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、縦糸フィラメントおよび横糸フィラメン
トを、平織パターン、バスケット織パターン、綾織パターン、および模紗織パターンから
なるグループから選択されるパターンで織ることをさらに含み得る。
【００４５】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、複数本の概して平坦な薄い導電性の縦糸
フィラメントを互いに積み重なった関係で織ることによって、両側部の間を延びるスリー
ブの幅を増加させる必要なしに、スリーブのＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護を
高めることをさらに含み得る。積み重なった縦糸フィラメントは、概して平坦な薄い導電
性の縦糸フィラメントの２つ以上を含んで積み重ねられ得る。概して平坦な薄い導電性の
縦糸フィラメントの少なくともいくつかは互いに積み重ねられ得るが、残りはフィラメン
トの単一ストリップのままであってもよいことが認識されるべきである。
【００４６】



(8) JP 6821597 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、少なくとも１つの追加の層を織基板の外
側および／または内側面に固定することによって、スリーブの空洞に含まれている細長い
部材にさらなる保護を与えることをさらに含み得る。
【００４７】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、内側層を織基板の内向き表面に固定し、
外側層を織基板の外向き表面に固定し、それによって、織基板を内側層と外側層との間に
挟むことをさらに含み得る。
【００４８】
　本発明の別の局面に従うと、当該方法は、内側および／または外側層を、縦糸モノフィ
ラメントのバンドルを貫通して織基板に縫合わせることを含み得る。
【００４９】
　本発明の別の局面に従うと、当該方法は、内側および／または外側層を、両側部に隣接
している縦糸モノフィラメントのバンドルを貫通して織基板に縫合わせることを含み得る
。
【００５０】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、内側層を不透過性シート材として提供す
ることによって、スリーブの空洞への流体の進入に対する高められた保護を提供し、それ
によって、空洞に含まれている細長い部材に高められた保護を与えることをさらに含み得
る。
【００５１】
　本発明のさらなる局面に従うと、当該方法は、外側層を、織り合わせられた材料の織物
層として提供することによって、摩滅、熱、流体および／またはアーク抵抗に対する高め
られた保護を与えることをさらに含み得る。
【００５２】
　したがって、少なくとも部分的に本発明に従って平坦な薄い導電性の縦糸フィラメント
を用いて作成された織スリーブは、細長い部材をＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤか
ら遮蔽するのに有用であり、当該スリーブは、平坦であろうと、円筒形状であろうと、ボ
ックス形状であろうと、またはその他の形状であろうと、任意の所望の形状を有して構築
され得る。さらに、当該スリーブを、製造時に織基板の製作幅および長さを調整すること
によって事実上いかなるパッケージサイズにも対応させることができ、所望であれば、さ
まざまな閉止機構を備え付けることができる。さらに、本発明に従って薄い平坦な導電性
の縦糸フィラメントを用いて製造されたスリーブは、スリーブの保護強度、導電率、なら
びにしたがってＥＭＩ、ＥＳＤおよび／またはＲＦＩに対する遮蔽能力に影響を及ぼすこ
となく、３Ｄにおいて少なくともある程度は可撓性を有しており、それによって、必要に
応じてスリーブを少なくともわずかに曲げることによって、スリーブによって与えられる
ＥＭＩ、ＥＳＤおよび／またはＲＦＩ保護に影響を及ぼすことなく細長い部材を最良に引
回すことができる。
【００５３】
　これらのおよび他の特徴および利点は、以下の現状の好ましい実施形態および最良の実
施態様の詳細な説明、添付の特許請求の範囲ならびに添付の図面に鑑みて、当業者に容易
に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】保護すべき細長い部材の周りに巻付けられて示されている、本発明の現状の好ま
しい一実施形態に従って構築された巻付可能なスリーブの概略斜視図である。
【図１Ａ】保護すべき細長い部材の周りに巻付けられて示されている、本発明の現状の好
ましい別の実施形態に従って構築された巻付可能なスリーブの概略斜視図である。
【図１Ｂ】概して線１Ｂ～１Ｂに沿った図１のスリーブの断面図である。
【図１Ｃ】概して線１Ｃ～１Ｃに沿った図１Ａのスリーブの断面図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態に従って構築されたスリーブの縦糸フィラメントパターンの
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実施形態を示す概略平面図であり、横糸フィラメントは明確にするために仮想線で示され
ている。
【図２Ｂ】本発明の実施形態に従って構築されたスリーブの縦糸フィラメントパターンの
実施形態を示す概略平面図であり、横糸フィラメントは明確にするために仮想線で示され
ている。
【図２Ｃ】本発明の実施形態に従って構築されたスリーブの縦糸フィラメントパターンの
実施形態を示す概略平面図であり、横糸フィラメントは明確にするために仮想線で示され
ている。
【図２Ｄ】本発明の実施形態に従って構築されたスリーブの縦糸フィラメントパターンの
実施形態を示す概略平面図であり、横糸フィラメントは明確にするために仮想線で示され
ている。
【図３Ａ】図２Ａの縦糸フィラメントパターンを有するスリーブの織壁の概略断面図であ
る。
【図３Ｂ】図２Ｂの縦糸フィラメントパターンを有するスリーブの織壁の概略断面図であ
る。
【図３Ｃ】図２Ｃの縦糸フィラメントパターンを有するスリーブの織壁の概略断面図であ
る。
【図３Ｄ】図２Ｄの縦糸フィラメントパターンを有するスリーブの織壁の概略断面図であ
る。
【図３Ｅ】本発明のさらなる局面に従って織られた壁の概略断面図である。
【図３Ｆ】本発明のさらに別の局面に従って織られた壁の概略断面図である。
【図３Ｇ】本発明のさらに別の局面に従って織られた壁の概略断面図である。
【図３Ｈ】本発明のさらに別の局面に従って織られた壁の概略断面図である。
【図４Ａ】全体的に図１Ａに示されているスリーブの対応する図３Ａの中間織層に固定さ
れた内側層および外側層を示す図３Ａと同様の図である。
【図４Ｂ】全体的に図１Ａに示されているスリーブの対応する図３Ｂの中間織層に固定さ
れた内側層および外側層を示す図３Ｂと同様の図である。
【図４Ｃ】全体的に図１Ａに示されているスリーブの対応する図３Ｃの中間織層に固定さ
れた内側層および外側層を示す図３Ｃと同様の図である。
【図４Ｄ】全体的に図１Ａに示されているスリーブの対応する図３Ｄの中間織層に固定さ
れた内側層および外側層を示す図３Ｄと同様の図である。
【図５】本発明の一局面に従って示される横糸フィラメントの部分側面図である。
【図６Ａ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｂ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｃ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｄ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｅ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｆ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｇ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【図６Ｈ】本発明の局面に従ってスリーブを構築するために用いる織パターンを示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
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　好ましい実施形態の詳細な説明
　より詳細に図面を参照して、図１は、本発明の現状の好ましい一実施形態に従って構築
された巻付可能な保護スリーブ（以下、単にスリーブ１０と称する）を全体的に示す。ス
リーブ１０は、互いに織られてＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護織基板（単に壁
１６とも称する）を形成する、複数本の縦糸フィラメント１２と、少なくとも１本または
複数本の横糸フィラメント１４とを含む。壁１６は、両端２４，２６の間を中心長手方向
軸２２と概して平行に縦方向に延びる両側部１８，２０を有する。両側部１８，２０は、
スリーブ１０の円周方向に囲まれた空洞３０内の保護すべき細長い部材２８の境界を付け
るように、互いに重なり合う関係になるように中心長手方向軸２２の周りに巻付可能であ
る。縦糸フィラメント１２の少なくともいくつかは、中心長手方向軸２２を概して横切る
横方向の断面で見た場合に概して直線的なプロファイルを有する、概して平坦な薄い導電
性フィラメント１２′として提供されて、スリーブ１０の内部に束ねられている細長い部
材２８のための電磁干渉（ＥＭＩ）、無線周波数干渉（ＲＦＩ）、および／または静電気
放電（ＥＳＤ）保護能力の少なくとも１つをスリーブ１０に与える。電気ケーブルまたは
バンドルワイヤなどの細長い部材２８は、囲まれると、誘導干渉などの任意の望ましくな
い干渉からの最大の保護を受け、それによって、たとえばワイヤ２８のバンドルに接続さ
れた制御モータなどの任意の電気部品に最大の動作性能を与える。さらに、スリーブ１０
は、束ねられたワイヤ２８がいずれかの隣接する電気部品に干渉することを防止する。壁
１６の縦糸および横糸フィラメント１２，１４は、図６Ａ～図６Ｈに示されるような個別
のパターンまたはパターンの組合せを含む、以下により詳細に記載するようなさまざまな
構成およびパターンで織られ得るため、図１は主に壁１６の巻付可能な性質を示すことを
意図している。
【００５６】
　本発明のさらなる局面に従うと、スリーブ１０は、壁１６が中心長手方向軸２２の周り
に巻かれるように自動的に付勢されて、両側部１８，２０を互いに重なり合う関係にする
ように、自己巻付型スリーブとして構築され得る。自己巻付の付勢は、少なくとも１本の
横糸フィラメント１４または複数本の横糸フィラメント１４をヒートセットすることによ
ってスリーブ１０の壁１６内に付与され得る。したがって、横糸フィラメント１４の少な
くとも１本または複数本は、ヒートセット可能な１本または複数本のポリマーフィラメン
トとして提供され得、ヒートセット可能な１本または複数本の横糸フィラメント１４は、
一部であろうとすべてであろうと、好ましくは、一例としておよび非限定的に、ポリエス
テルなどの熱可塑性物質のモノフィラメントであり、それによって、スリーブ１０をヒー
トセットするかまたは他の方法で付勢して筒状にすることができる。
【００５７】
　本発明のさらなる局面に従うと、縦糸および／または横糸フィラメント１２，１４の少
なくともいくつかは、主に壁１６の耐摩滅性を高めるモノフィラメントであろうと、およ
び／または、主に壁１６に、空洞３０内への汚染物質の浸入を抑制するカバレージとも称
される高められたバリア保護、軟らかい質感、高められたドレープ、および高められたノ
イズ抑制特性を与えるマルチフィラメントであろうと、非導電性フィラメント１２″′と
して提供され得る。用途によっては、非導電性フィラメントは、一例としておよび非限定
的に、ポリエステル、ナイロン、ポリプロピレン、ポリエチレン、アクリル、綿、レーヨ
ン、および上記の全ての材料の難燃性（fire retardant：ＦＲ）バージョンから形成され
得るが、ＦＲ材料として提供される場合は、高い温度定格は一般に必要とされない。ＦＲ
特性とともに高い温度定格が望まれる場合には、いくつかの現状の好ましい非導電性部材
は、たとえば、ｍ－アラミド（ノーメックス、コーネックス、ケルメル）、ｐ－アラミド
（ケブラー、トワロン、テクノーラ）、ＰＥＩ（ウルテム）、ＰＰＳ、およびＰＥＥＫを
含む。
【００５８】
　本発明のさらなる局面に従うと、横糸フィラメント１４の少なくともいくつかは導電性
の横糸フィラメント１４′として提供されて、ＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護
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をさらに高め得る。横糸フィラメント１４の少なくともいくつかが導電性の横糸フィラメ
ント１４′として提供される場合、導電性の横糸フィラメント１４′は好ましくは、一例
としておよび非限定的に、金属化糸などの、比較的細い円形のワイヤフィラメントまたは
導電性糸として提供されて、スリーブの筒状構成への自己巻付能力および軽量化能力を促
進する。強度および製造性を高めるために、導電性の横糸フィラメント１４′は、その両
方がヒートセット可能なフィラメント２９（図５）として提供され得る非導電性モノフィ
ラメントまたは非導電性マルチフィラメントなどの、非導電性の横糸フィラメント１４の
周りに提供されるかまたはその周りに絡ませられる細いワイヤフィラメント３１をさらに
含み得、それによって、導電性ワイヤ３１を介したさらなるＥＭＩ、ＲＦＩおよび／また
はＥＳＤ保護と、ヒートセット可能な非導電性フィラメント２９を介した壁１６に対する
ヒートセット可能な自己巻付能力とを含む２つの機能を１本の糸内に提供する。両フィラ
メント２９，３１を含むハイブリッド糸は本明細書に記載の実施形態のいずれかにおいて
用いられ得ること、または、導電性の横糸フィラメント１４′およびヒートセット可能な
横糸フィラメント２９は本明細書に記載の実施形態のいずれかにおいて互いに別々に組込
まれ得ることが認識されるべきである。さらに、スリーブの主な強度は、平坦な比較的薄
い導電性の縦糸フィラメント１２′の強度の増加によって提供されること、および、導電
性の横糸フィラメント１４′は、強度が比較的増加した、平坦な比較的薄い導電性の縦糸
フィラメント１２′を有する結果として、比較的小径のワイヤとして提供され得ることも
理解されるべきである。
【００５９】
　平坦な比較的薄い導電性の縦糸フィラメント１２′に加えて、本発明のさらなる局面に
従うと、縦糸フィラメント１２の少なくともいくつかは細いワイヤの円形の導電性の縦糸
フィラメント１２″として提供され得、さらに、縦糸フィラメント１２の少なくともいく
つかは、モノフィラメントであろうと、および／またはマルチフィラメントであろうと、
壁１６の製造性を向上させることが分かっている非導電性の縦糸フィラメント１２″′と
して提供され得る。平坦な導電性の縦糸フィラメント１２′は約９０～１００パーセント
の含有量で提供され、それによって、ＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ保護の大部分
をスリーブ１０に与えることができ、導電性の円形の縦糸フィラメント１２″は約１０～
０パーセントの含有量で提供されて、以下にさらに記載されるように、主に多層スリーブ
の製造を容易にし得る。図２Ａおよび図３Ａでは、実質的にすべての縦糸フィラメント１
２が平坦な比較的薄い導電性の縦糸フィラメント１２′として提供されており、側部１８
，２０は１本の非導電性糸または複数本の非導電性糸１２″′を有している。図２Ｂおよ
び図３Ｂでは、平坦な比較的薄い導電性の縦糸フィラメント１２′は両側部１８，２０の
間で中央領域ＣＲ全体にわたって織られているのに対して、細い導電性の円形の縦糸フィ
ラメント１２″は両側部１８，２０の各々に隣接して織られており、別個のバンドル３３
内に織られているとして示されている。各バンドル３３は、互いに編まれることによって
などで互いに織り合わせられた複数本の細い導電性の円形の縦糸フィラメント１２″（ミ
ニブレードとも称する）を含んでおり、バンドル３３を、平坦な比較的薄い導電性の縦糸
フィラメント１２′と概して同様の形状で、概して平坦であるように形成している。非導
電性の縦糸フィラメント１２″′は、側部１８，２０の少なくとも一方に沿って織られ得
、一例としておよび非限定的に、外側および内側部１８，２０の両方を形成するとして示
されている。図２Ｃおよび図３Ｃでは、壁１６は図２Ｂの壁と同様に構築されているが、
壁１６の中央領域ＣＲの一部は導電性の円形の縦糸フィラメント１２″を用いて織られて
おり、残りはすべて図２Ｂで記載したのと同じままであるかまたは実質的に同じままであ
る。図２Ｄおよび図３Ｄでは、導電性の平坦な薄い縦糸フィラメント１２′、導電性の円
形の縦糸フィラメント１２″、および非導電性の縦糸フィラメント１２″′の混合が、示
されるように、両側部１８，２０の間で壁１６の幅全体にわたって織られている。当然の
ことながら、さまざまな種類の縦糸フィラメント１２′，１２″，１２″′が織られるパ
ターンは、意図される用途について所望通りに選択され得ることを認識すべきである。
【００６０】
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　図３Ｅ～図３Ｈには、対応する図３Ａ～図３Ｄと同様の織パターンが示されているが、
平坦な比較的薄い導電性の縦糸フィラメント１２′の少なくともいくつかは、互いに重な
る関係で積み重なっている複数本の平坦な比較的薄い導電性の縦糸フィラメント１２′を
含む別個のバンドル３５として提供されるとして示されている。示される実施形態では、
一例としておよび非限定的に、３本の導電性の縦糸フィラメント１２′が両側部１８，２
０の間で壁１６のかなりの部分にわたって互いに積み重なった関係で示されており、複数
本の束ねられた導電性の円形の縦糸フィラメント１２″は、両側部１８，２０に直接隣接
して両側部１８，２０まで延びる両方のエッジ領域内に織られている。両方のエッジ領域
の各々の内部の複数本の導電性の円形の縦糸フィラメント１２″は上述のようにフィラメ
ント１２″の個別の別個のバンドル３３として織られ得、各バンドル３３は複数本の導電
性の円形のワイヤフィラメント１２″を含んでおり、これらのワイヤフィラメントは、共
通のバンドル３３内の各フィラメント１２″が共通の横糸フィラメント１４の上下で波打
つように織られるように、並んだ、互いに概して平面の関係で織り合わせられている。
【００６１】
　図３Ｇ～図３Ｈでは、図３Ｃ～図３Ｄと同様の織パターンが一例としておよび非限定的
に示されており、複数本の導電性の縦糸フィラメント１２′が互いに積み重なった関係に
あり、中間領域ＭＲの両側に別個のバンドル３５を形成するとして示されている。中間領
域ＭＲ、および両側部１８，２０の各々に隣接した領域は、各々が、複数本の導電性の円
形の縦糸フィラメント１２″を含んで織られている。各中間領域ＭＲ内の、および両エッ
ジ領域内の、複数本の導電性の円形の縦糸フィラメント１２″はフィラメント１２″の個
別の別個のバンドル３３として織られ得、各バンドル３３は複数本の導電性の円形のワイ
ヤフィラメント１２″を含んでおり、これらのワイヤフィラメントは、共通のバンドル３
３内の各フィラメント１２″が共通の横糸フィラメントの上下で波打つように織られるよ
うに、互いに緩く編まれて並んでいる関係にある。複数本の単一の平坦な導電性の縦糸フ
ィラメント１２′が、平坦な導電性フィラメント１２′の積み重なったバンドル３５と導
電性の円形フィラメント１２″のバンドル３５との間を延びるとして示されている。単一
の平坦な導電性の縦糸フィラメント１２′を、壁１６をその筒状構成になるように巻付け
たときに互いに重なり合う関係にし、それによって、単一の平坦な導電性の縦糸フィラメ
ント１２′の二重層を効果的に形成して、重なり合っている領域ＯＲにおけるＥＭＩ、Ｒ
ＦＩおよび／またはＥＳＤ保護を高めることができる。一方、導電性の縦糸フィラメント
１２′の積み重なったバンドル３５は、高められたＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤ
保護を既に提供しており、同時に、平坦なフィラメント１２′の薄い形状のため、低プロ
ファイルおよび低重量を維持している。
【００６２】
　上記に記載した、図２Ａ～図２Ｄおよび図３Ａ～図３Ｄに示される各実施形態は、導電
性の円形の縦糸フィラメント１２″のこのようなバンドル３３を含み得ることが認識され
るべきであり、円形の縦糸フィラメント１２″は記載され図示されている。導電性の円形
のワイヤフィラメント１２″のバンドル３３は、内側および外側層３２，３４などの追加
の層を壁１６に取付けて、図１Ａ、図１Ｃおよび図４Ａ～図４Ｄに示されるような、本発
明の別の局面に従うスリーブ１０′を形成することを容易にする。バンドル３３は、層１
６，３２，３４を互いに針で縫合わせて、バンドル３３の内部および導電性の円形の縦糸
フィラメント１２″のうちの隣接するフィラメント間を容易に貫通して、互いに層を固定
する縫目３８を形成することを自由に可能にする。内側層３２は、中間織基板１６の内向
き表面に固定されて示されており、外側層３４は、縫目３８を介して中間織基板１６の外
向き表面に固定されて示されている。内側層３２は、一例としておよび非限定的に、ＰＴ
ＦＥ膜などの不透過性シート材として提供されて、流体がスリーブ１０′の空洞３０に浸
入することを防止し得る。外側層３４は、難燃性フィラメント、ＰＥＥＫフィラメント、
または所望通りの他のフィラメントを含む、織られたモノフィラメントおよび／またはマ
ルチフィラメントを含む、織り合わせられた糸の強固な耐摩滅性の織物層として提供され
得る。
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【００６３】
　薄い平坦な導電性の縦糸フィラメント１２′は、任意の好適な固体の、平坦化された金
属材料の導電性ストリップまたはバンドとして提供され得、ＥＭＩ、ＥＳＤ、ＲＦＩ機能
を実行する際に銅が特に効果的な材料であることが分かっている。可撓性および軽量化を
促進するために、厚みが約０．０１～０．０６ｍｍであり幅が約０．１～１．２ｍｍであ
る薄い平坦な導電性の縦糸フィラメント１２′が一例としておよび非限定的に提供され得
る。
【００６４】
　スリーブ１０はさらに、縦糸部材として織られた、最後に両端２４，２６の間を延びる
、複数のドレイン部材（接地部材３６とも称する）を含む。接地部材３６は、絡ませられ
た円形ワイヤ、編まれた円形ワイヤ、平坦なワイヤなどの、意図される用途について所望
通りのワイヤ材料として提供され得、一例としておよび非限定的に、錫コーティングされ
た銅またはニッケルコーティングされた銅材料を含み得、一例としておよび非限定的に、
約０．１～２ｍｍなどの任意の所望の直径を有して提供され得る。複数の接地部材３６は
１つのグループで、または互いに並んで当接関係にある２つ以上の織られた接地部材３６
の複数のグループで、提供される。複数のグループで提供される場合、当該グループは、
所望通りにスリーブ１０，１０′の周囲に分散され得る。接地部材３６がグループで、ま
たは２つ以上の接地部材３６で形成されるため、適用時、その全体を本明細書に引用によ
り援用する米国特許番号第６，６３９，１４８号に記載されているように、特に接地部材
３６のうちの別々の接地部材の端を互いに反対の軸方向に引張って、接地源への取付けの
ために当該別々の接地部材の自由端をスリーブ１０の端２４，２６から軸方向外向きに延
ばしても、グループ分けされた接地部材３６は常に互いに接触し続ける。重要な向上は、
接地部材３６が、導電性の縦糸フィラメント１２′，１２″とは別々にであろうと導電性
の縦糸フィラメント１２′，１２″と組合わされてであろうと、導電性の縦糸フィラメン
ト１２′，１２″の上または下に重なる関係で織られている結果として提供される。導電
性の縦糸フィラメント１２′，１２″の少なくとも１本と径方向に並んでいる結果として
、個別の接地部材３６をそれらの軸方向に延びた設置位置まで引張っても、ＥＭＩ、ＲＦ
Ｉ、ＥＳＤが通過可能となる開口部または空隙はスリーブ１０の壁１６に形成されない。
したがって、下または上に重なる導電性の縦糸フィラメント１２′，１２″が存在する結
果として、接地部材をそれらの延びた使用位置まで延ばしても、ＥＭＩ、ＲＦＩ、ＥＳＤ
に対する高められた保護が壁１６によって提供される。
【００６５】
　上述のように接地部材３６を別々のワイヤとして提供することに加えて、接地部材３６
は、導電性の縦糸フィラメント１２′の積み重なったバンドル３５内に織られた、概して
平坦な薄い導電性フィラメント１２′のうちの１本を介して提供され得る。壁１６を長さ
切断すると、平坦な導電性フィラメント１２′のうちの１本を、接地への取付けのために
各端２４，２６から軸方向外向きに引張ることができる。接地への取付けのために接地部
材３６を外向きに引張ることをさらに容易にするために、バンドル３５内の接地部材３６
として用いられる導電性フィラメント１２′は、バンドル３５内に残っている平坦な導電
性フィラメント１２′とは異なる織パターンを有して織られ得る。一例としておよび非限
定的に、接地部材３６として用いられることが意図されている、選択された平坦な導電性
フィラメント１２′は綾織、バスケット織または朱子織パターンで織られ得るのに対して
、積み重なったバンドル３５内に残っている１本または複数本の平坦な導電性フィラメン
ト１２′は平織パターンなどのさらに目の詰んだ織パターンで織られ得、さまざまな種類
の織パターンが図６Ａ～図６Ｈに示されている。当然のことながら、当業者は、本明細書
の開示を考慮すると、意図されるように非接地部材を壁１６内に維持しつつ、意図される
接地部材３６をスリーブ１０から軸方向外向きにより容易に引張ることを可能にする異な
るパターンを容易に認識するであろう。接地部材３６は、平坦な導電性フィラメント１２
′とは別の円形の接地部材として提供される場合、残りの縦糸部材とは異なる織パターン
を有して織られて、接地への取付けのために接地部材３６を外向きに引張ることを容易に
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【００６６】
　本発明に従って構築されたスリーブ１０は、たとえば、概して平坦な、または円形の、
などの、任意の所望の保護スリーブの形態を取るように構築され得ることを認識すべきで
ある。したがって、本発明はスリーブのプロファイルに限定されず、ゆえに、ケーブルお
よび配線などの細長い部材２８を組織化してＥＭＩ、ＲＦＩおよび／またはＥＳＤから保
護するための安全な、耐久性のある、可撓性を有する覆いを提供する任意のプロファイル
スリーブの製造および構築を考えている。図６Ａ～図６Ｈは、本発明の異なる実施形態に
従ってスリーブを構築するために用いる異なる織パターンを示す。図６Ａは平織パターン
を示しており、図６Ｂおよび図６Ｃは異なる綾織パターンを示しており、図６Ｄ～図６Ｅ
は異なるバスケット織パターンを示しており、図６Ｄは標準的な（２×１）のバスケット
織と称されることが多く、図６Ｅは（３×１）のバスケット織であり、図６Ｆ～図６Ｈは
異なる模紗織パターンを示している。描かれている織パターンの変更例も可能であり、ゆ
えに、示されている織パターンは例示的かつ非限定的であることが意図されていると考え
られる。さらに、本発明に従って構築されたスリーブは、一例としておよび非限定的に、
両側部１８，２０に隣接した平織パターン、ならびに、綾織および／またはバスケット織
パターンなどの中央領域ＣＲ全体にわたる異なる１つまたは複数の織パターンなどの、異
なる織パターンの１つ以上を含み得ると考えられる。
【００６７】
　本発明に従って構築されたスリーブ１０は、スリーブ１０内に含まれている細長い部材
２８に低周波数および高周波数において最適な抵抗率およびＥＭＩ、ＥＳＤ、ＲＦＩ遮蔽
を与え、同時に、ＥＭＩ、ＥＳＤおよび／またはＲＦＩに対する高レベルの表面カバレー
ジおよび保護を与える平坦な薄い導電性の縦糸フィラメント１２′の結果として、低質量
、減少した断面プロファイル、および増加した可撓性を有することが経験的に分かってい
る。質量の減少および可撓性の増加は、ＥＭＩ、ＥＳＤおよび／またはＲＦＩに対する同
程度の保護を与える円形ワイヤと比較して、増加した表面積カバレージ、ならびに平坦な
薄い導電性の縦糸フィラメント１２′の減少した相対的な厚みおよび質量から得られる。
さらに、平坦な薄い導電性の縦糸フィラメント１２′は、細い円形ワイヤと比較して引張
強度が増加しており、それによって、使用時の損傷および起こり得るアーク放電のリスク
を低下させる。本発明に従って構築されたスリーブ１０，１０′は製造コストがさらに安
価であり、さまざまな用途における使用のための多数の幅、高さおよび長さおよび構成に
適合させることができる。
【００６８】
　明らかに、上記の教示に鑑みて、本発明の多くの変形例および変更例が可能である。し
たがって、添付の特許請求の範囲の範囲内で、本発明は、具体的に記載されている態様と
は異なった態様で実施されてもよいことが理解されるべきである。
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